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荒
屋
小
林
豊
政
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
後
の
農
地
改
革
の
一
環
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
は
昭
和
二
十
五
年
に
田
沢
村
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
委
員
と
な
り
、
全
県
に
先
が
け
て
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
交
換
分
合
事
業
を
進
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
と
し
て
は
、
画
期
的
な
事
業
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
完
成
後
、
金
沢
（
北
陸
）
農
地
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
所
と
県
の
係
官
数
人
が
、
丸
伊
旅
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
泊
り
込
み
で
実
態
調
査
を
行
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
　
北
陸
全
区
の
模
範
例
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
結
果
が
発
表
さ
れ
視
察
に
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
が
来
て
困
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
写
真
は
、
荒
屋
地
区
の
交
換
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
が
完
成
し
た
時
の
も
の
で
前
列
右
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
三
人
目
が
わ
た
し
で
す
。
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　　ゆ　　◇行夢予定表
7月11日～8月10日

移動図書館（芋川、倉俣　12：00～13：05） 憎1鴎
11（月）

　　　　δ　1r緒　　　κ‘　　　　』
D一『一卿紳”』

。ノ

資慶“食磁負

§隙
おさらい芙語教室（総合センター　19：30～21：30） ●脅“鈴◎脅

12（刈 運転者講習会（倉俣地区、倉俣生活改善センター19：30
～21：30）精神衛生相談1老人福祉センター一13：30～16：00〉

13困
運転者講習会（貝野地区、貝野多目的集会施設
19：30～21：30）

藤毒灘警lll蓑鐸
疫魍雑鍛型婁曙鑑謹iiのi
た時　’た表区実官金は業　’二改　小　麗御蔭

貿酸澱歎細鹸赫林i鎌i
すの地も視範査が北期めに年一　曲　　樋　　…

15㈹
陶芸教室（田沢地区体育館　19；30～21：30）

心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16：00
相談員　江口行男）

⑰（日）
七ッ釜まつり（P8参賦）
村史特別企画「善光寺街道を歩こう』芋沢→干溝
休日救急医（大坪医院君57－6100）

18（月）
運転者講習会（清津峡地区、高道山小学校体育館
19：30～21：30）

o箭騎轡叡鞠豫舘最i猟言
列交ま　多しい伊農事発け沢し　　さ　““㈹
右換し　くてま旅地業　　て村て　　ん
か分なの　’し館事で　　農農　’　　　　⑳

妊婦検診、母親学級（右参賦）
19（火） 木版画教室（総合センター　19：30～21二30） 蕩場1蕩場場沸暢蕩沸莞1蓄陽瑞棚暢瑞彦蕩1蕩沸蕩蹄→1蕩陽

社会教育短期大学（総合センター　19：30～21：30〉

20㈹ 農家相談日（役場農業委員会　8：30～17：00〉 ●　o　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ

　　　9　　◎く　　二
》

21休）
高齢者講座（午前老人福祉センター　午後総合センタ
ー10：00～）運転者講習会（田沢南、北地区、総合セ
ンター　19：30～21130）

　　　　　　難無

欝繕響《
》

献血（右参照）移動図書館（重地、下山、田代　12：00

22㈹ ～13：35）心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～
16＝OO　相談員　藤田義一） ■妊婦検診　7月19日／13：30～14：00／上村病院

⑳（日）
第12回村民体育大会（P8参無）
休日救急医（中条病院台57－3018）

■母親学級　7月19日／12：45～13：00／上村病院／家族計画

■献　　血　7月22日／10：00～15：00／保健センター前

25（月）
移動図書館（芋Ill、倉俣　12：00～13：05）

■子宮ガン検診

7月11、12、14、15、18、21、22、25、28、29日
おさらい英語教室（総合センター　19：30～21：30）

26（幻 みんなで受けよう村民健康検診
心配こと・行政相談日（老人福祉センター 場所 田沢地区体育館

29㈹ 13二〇〇～16100　相談員　根津敬、山田正平）
8月2日／9：00～10：30／如来寺、角間、葎沢、土倉、倉下、

⑳（日）
中里村消防団ボンプ操法競技会（総合センター前
8：30～）休日救急医（富田医院費52－3269）

小出

13：00～14：30／芋沢、高道山、朴木沢、市之越、

餌（月）
交通事故移動相談所（十日町市役所10100～15：00） 朴木沢新田、たか羽、白羽毛、程島

8月3日／9：00～10：30／小原、東田沢、豊里、新屋敷、

2（刈
本屋敷、堀之内

13：00～14：30／上山、宮中、干溝、通り山

陶芸教宣（田沢地区体育館　19：30－2L30）

5㈹ 心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00 8月4日／9：00～10：30／田中、田代、下山、重地
相談貝　藤田義一） 13：00～14：30／桔梗原、芋川、芋川新田、倉俣、

⑦（日）
休日救急医（上村病院費63－2111）

清田山

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。
8月5日／9：00～10：30／新里、原町、田沢、山崎

　　　13：00～14：30／桂、荒屋、西方、西田尻、東田尻

蕩場1蕩場場沸暢蕩沸莞1蓄陽瑞蕩蹄蕩腰｝蕩1蕩1蕩鴇1蕩陽1蕩陽

へ
◎
．
．

　
》

へ
9
く

3

■妊婦検診　7月19日／13：30～14：00／上村病院

■母親学級　7月19日／12：45～13：00／上村病院／家族計画

■献　　血　7月22日／10：00～15：00／保健センター前

■子宮ガン検診

7月11、12、14、15、18、21、22、25、28、29日

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
令
月
の
養
率

　
月
二
回
、
田
沢
地
区
体
育
館

で
陶
芸
家
の
高
野
秋
規
さ
ん
を

講
師
に
開
い
て
い
る
陶
芸
教
室

の
様
子
で
す
。
受
講
生
の
み
な

さ
ん
は
、
自
分
の
作
品
を
つ
く

ろ
う
と
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　
〆
き
歪
～
〆
柔
チ
峯
〆
〆

　
　
編
集
後
記

■
よ
り
多
く
の
人
か
ら
、
中
里

村
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
村
の

イ
メ
ー
ジ
マ
ー
タ
を
作
り
ま
し

た
。
春
夏
秋
冬
と
村
の
自
然
そ

の
ま
ま
を
表
現
し
た
マ
ー
タ
で

す
。
特
に
今
回
は
、
こ
の
マ
ー

ク
を
カ
ラ
ー
刷
り
で
紹
介
し
ま

し
た
。

■
人
間
に
と
っ
て
一
番
大
切
な

も
の
は
命
で
す
。
全
国
で
交
通

事
故
を
起
し
、
悔
い
の
日
々
を

過
し
て
い
る
加
害
者
や
一
家
の

大
黒
柱
を
失
い
途
方
に
暮
れ
て

い
る
家
族
が
沢
山
い
ま
す
。
パ

ン
ド
ル
を
握
っ
た
ら
ス
ピ
ー
ド

を
控
え
め
に
し
、
一
時
停
止
を

守
り
安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し

よ
う
。
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§
、

二市三郡身障者体育大会

　
〃
ひ
ろ
げ
よ
う
人
の
和
、
愛

の
和
、
ピ
：
チ
の
和
”
を
合
言

葉
に
第
二
十
六
回
新
潟
県
身
体

障
害
者
体
育
大
会
第
七
地
区
大

会
が
、
去
る
六
月
十
二
日
当
村

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
身
体
障
害
者

が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
お
互

い
の
交
流
と
体
力
の
増
強
や
機

能
回
復
を
図
り
、
自
立
更
正
と

明
る
い
社
会
形
成
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
が
、
当
村
で
開

催
さ
れ
る
の
は
今
年
が
初
め
て

で
す
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
会
場
の
中
里

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
は
、
小
千

谷
市
、
十
日
町
市
、
北
魚
沼
郡
、

南
魚
沼
郡
、
中
魚
沼
郡
の
十
六

市
町
村
か
ら
、
こ
の
大
会
最
高

　　　　　　　　　錐　　　　　　曇　　　藝難

る
ほ
ど
の
大
接
戦
で
し
た
。

　
成
績
は
中
魚
沼
郡
チ
ー
ム
が
、

昨
年
優
勝
の
小
千
谷
市
チ
ー
ム

を
綱
引
き
で
見
事
逆
転
し
優
勝

し
ま
し
た
。
ま
た
、
応
援
賞
も

獲
得
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
清
津
峡
小
学
校
の
児
童
に

よ
る
清
津
峡
た
る
ば
や
し
と
中

里
中
学
校
吹
奏
楽
部
員
に
よ
る

の
選
手
や
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
一
、
〇
三
〇
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
当
村
か
ら
は
、
総
勢
二
〇
〇

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
選
手
代
表
の
山
本

晴
彦
さ
ん
（
上
山
）
が
「
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
明
る
い
生
活
形
成

に
努
力
し
ま
す
」
と
力
強
く
選

手
宣
誓
し
た
あ
と
、
早
速
競
技

に
入
り
ま
し
た
。

　
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
、
タ
バ
コ

吸
い
競
争
や
綱
引
き
な
ど
の
種

目
に
選
手
た
ち
は
、
ハ
ン
デ
ィ

を
乗
り
越
え
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
各
チ
ー
ム
と
も

残
る
力
を
ふ
る
に
出
し
き
っ
た

最
後
の
種
目
の
綱
引
き
は
、
応

援
す
る
人
た
ち
も
手
に
汗
を
握

演
奏
が
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
が
、
選
手
の
手
と

な
り
足
と
な
っ
て
動
き
回
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
、
日
ご
ろ
か
ら
身

体
の
不
自
由
な
人
た
ち
に
対
し

あ
た
た
か
い
心
の
手
を
差
し
の

べ
ま
し
よ
・
つ
。

ハンディを乗り越え健闘する選手

　　　　　　仲問に励まされた一日

　　　　　　　上原国司さん
　　　　　　　　　（上山）

　　L　　【
　中里村長の大会会長あいさつで開会

された体育大会は誠に盛会でした。各

地区から出場した一人一人が皆友達の

ように言葉を交わし￥ビンつり競走で

は一人だけ残っても一生懸命ビンをつ

り上げ．走り行く重度身障者の姿には

涙をさそわれ拍手が沸き上がりました。

　郡市対抗競技のチームワークの良さ

等、大きなハンティにもめげず力強く

熱心に取組む人達に、わたしもハンテ

ィを持つ一人として大いに励まされま

した。大会を支えて1頁いた関係者の皆

様ありがとうございました。

㈱

㊧ゲ署塑
　わたしは￥ボランティアとして身体

障害者の体育大会に参加しました。

　初めての体験で、車椅子の人￥話せ

ない人、目の不自由な人たちに対して

どのようにしたらいいのか不安でした。

　晴天の下、会場に集まった選手、応

援団のみなさんの明るさと、どの競技

にも積極的に参加する姿に驚かされま

した。特に車椅子でのビンつり妙技に

は魅了され，綱引きでは手に汗して声

援しました。

　人の和、愛の和が一際鮮やかに映り、

有意義な一日でした。

講寧ケ

見事、応援賞も獲得
蟹融醐網

　
”
中
里
”
と
い
う
と
ス
キ
i

場
の
あ
る
湯
沢
町
の
中
里
と
間

違
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
中
里
村
は
大
き
な
特
徴
も
な

い
の
で
、
全
国
的
に
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
豪
雪
地
・
へ
き
地
・
過
疎
の

村
と
い
う
こ
と
で
暗
い
イ
メ
ー

ジ
が
強
く
「
そ
れ
は
ど
う
に
も

　
　
　
　
　
　
な
ら
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
と
あ
き
ら
め
て

　
　
　
　
　
　
し
ま
う
の
で
は

　
　
　
　
　
　
な
く
、
　
「
中
里

　
　
　
　
　
　
村
こ
こ
に
あ
り
」

　
　
　
　
　
　
と
情
報
化
社
会

　
　
　
　
　
　
に
ア
ピ
ー
ル
し

　
　
　
　
　
　
よ
う
と
「
中
里

　
　
　
　
　
　
村
の
イ
メ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
マ
ー
タ
」
を
作

　
　
　
　
　
　
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
イ
メ
ー

　
　
　
　
　
　
ジ
マ
ー
タ
は
、

　
　
　
　
　
　
中
里
村
村
民
憲

　
　
　
　
　
　
章
「
自
然
を
愛

　
　
　
　
　
　
し
美
し
い
村
を

　
　
　
　
　
　
つ
く
り
ま
す
。
」

　
　
　
　
　
　
を
基
本
理
念
と

し
、
東
京
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
委

託
し
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

　
基
本
図
形
は
、
清
津
峡
の
柱

状
節
理
の
岩
と
魚
沼
丘
陵
の
河

岸
段
丘
を
表
し
、
四
本
の
斜
線

が
段
丘
の
里
の
豊
富
な
雪
と
水

と
緑
、
そ
し
て
豊
か
な
実
り
に

象
徴
さ
れ
る
四
季
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

県
知
事
リ
ゾ
ー
ト
視
察
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
年
ぶ
り
に
来
村

　
六
月
二
十
一
日
、
君
県
知
事

が
、
昭
和
五
十
三
年
の
へ
き
地

訪
問
以
来
、
十
年
ぶ
り
に
当
村

を
訪
れ
ま
し
た
。

域
に
指
定
さ
れ
た
中
の
十
日
町

市
、
中
魚
沼
郡
、
南
魚
沼
郡
の

重
点
整
備
地
域
の
一
部
を
視
察

し
、
国
の
承
認
を
目
前
に
し
て

関
係
市
町
村
長
と
懇
談
す
る
こ

と
が
目
的
で
し
た
。

　
知
事
は
、
一
日
の
日
程
で
川

西
町
↓
十
日
町
↓
中
里
村
↓
津

南
町
↓
南
魚
沼
郡
を
駆
け
足
で

回
り
ま
し
た
。

農
業
共
済

　
村
で
は
農
業
共
済
事
業
を
、

よ
り
一
層
充
実
さ
せ
よ
う
と
広

域
合
併
へ
向
け
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
農
業
共
済
制
度
は
、
昭
和
二

十
二
年
に
発
足
し
て
以
来
、
数

多
く
の
災
害
に
対
処
し
農
業
経

営
の
安
定
に
大
き
な
役
割
を
果

し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
で
は
農
業
形

態
の
変
化
に
よ
る
共
済
事
業
の

多
様
化
、
ま
た
共
済
資
源
の
減

少
、
国
の
補
助
金
の
減
額
な
ど
、

こ
の
制
度
を
取
り
巻
く
諸
情
勢

の
動
き
が
、
共
済
事
業
運
営
の

　
当
村
で
は
、
上
村
村
長
を
は

じ
め
関
係
者
が
東
田
沢
で
出
迎

冬
輝
く
｝
面
の
銀
世
界

　
心
と
き
め
き
色

秋
確
か
な
実
り
、
喜
び
の
世
界

　
心
ゆ
た
か
色

夏
限
り
な
い
源
、
清
流
の
世
界

　
心
さ
わ
や
か
色

春
若
さ
あ
ふ
れ
る
新
緑
の
世
界

　
心
は
ず
み
色

基
調
カ
ラ
ー
の
深
緑
色
は
、
自

然
と
の
調
和
大
い
な
る
躍
進
。

　
「
中
里
」
の
文
字
は
、
雪
の

柔
か
さ
と
親
し
み
深
い
郷
土
愛

を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
「
ヴ
イ
・
リ
ゾ
ー
ト
」
に
は

ビ
レ
ッ
ジ
陛
村
、
バ
レ
イ
”
谷
、

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
“
休
暇
、
そ
し

て
ビ
タ
ト
リ
ー
”
勝
利
、
の
頭

文
字
「
V
」
を
「
ヴ
ィ
」
と
読

み
、
リ
ゾ
ー
ト
地
域
の
整
備
を

村
の
重
要
施
策
と
し
て
進
め
て

い
く
う
え
で
大
切
に
し
た
い
要

素
と
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　
こ
の
マ
ー
タ
は
村
の
観
光
看

板
、
ポ
ス
タ
ー
、
特
産
品
ラ
ベ

ル
、
役
場
の
封
筒
、
名
刺
な
ど

に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
正
式
の
マ
ー
ク
は
左
上
の
カ

ラ
ー
印
刷
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
が
、
略
式
に
使
う
と
き
は
右

上
の
一
色
刷
り
の
も
の
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
マ
ー
ク
を
印
刷
し
た

名
刺
の
台
紙
を
希
望
者
に
原
価

で
お
分
け
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

え
、
今
冬
一
部
オ
ー
プ
ン
さ
れ

る
市
之
越
の
ス
キ
ー
場
と
秋
に

開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
る
広
域

農
道
倉
俣
大
橋
の
建
設
状
況
を

視
察
し
ま
、
：
。

64

年
4
月
に
合
併

基
盤
を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
要
因
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
変
化
に

対
応
し
よ
う
と
国
や
県
の
方
針

に
基
づ
い
て
、
共
済
事
業
の
広

域
化
が
各
地
区
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
既
に
、
北
魚
沼
、
南

魚
沼
で
は
広
域
化
さ
れ
、
中
魚

沼
に
お
い
て
も
、
十
日
町
市
と

津
南
町
は
昭
和
六
十
二
年
四
月

に
合
併
し
、
中
魚
沼
農
業
共
済

組
合
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
こ
の
組
合
に
中
里
村
と

川
西
町
で
も
昭
和
六
十
四
年
四

月
に
吸
収
合
併
し
よ
う
と
事
務

、』』”
役場前であいさつする君知事

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
合
併
後
、
事
務
所
は
十
日
町

市
に
置
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
農
家
の
み
な
さ
ん
に
不

便
や
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う

な
体
制
が
組
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
す
る
こ
と
に
よ

り
次
の
点
が
よ
く
な
り
ま
す
。

①
組
織
的
に
積
極
的
な
普
及
活

　
動
が
で
き
、
事
業
の
円
滑
な

　
推
進

②
財
政
事
情
が
よ
く
な
り
経
営

が
安
定

③
区
域
の
拡
大
に
よ
り
、
危
険

　
が
分
散
さ
れ
掛
金
率
の
低
下

　
な
ど
で
農
家
負
担
の
軽
減
が

　
期
待

2昭和63年7月10日広報かかマご3
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”
U
F
O
と
の
遭
遇
”

　
　
　
　
　
　
　
鰍
南
平
で
楽
し
む

　
田
代
か
ら
十
三
♂
層
離
れ
た
標
高
一
、

二
〇
〇
層
の
南
平
で
、
U
F
O
再
来
を

願
う
壮
大
な
イ
ベ
ン
ト
「
と
き
め
き
を

食
う
会
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
村
内
を
は
じ
め
、
埼
玉
県
新
座
市
や

十
日
町
市
、
津
南
町
な
ど
か
ら
家
族
連

れ
の
人
た
ち
一
五
〇
人
が
参
加
し
、
幻

想
的
な
U
F
O
ラ
フ
コ
ー
ル
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
仕
掛
人
は
、
村
つ

く
り
へ
の
気
持
ち
を
寄
せ
ム
ロ
っ
て
昨
年

十
二
月
ス
タ
ー
ト
し
た
村
づ
く
り
バ
ワ

ー
ア
リ
ブ
会
議
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
イ

ベ
ン
ト
集
団
の
み
な
さ
ん
で
す
。

、
昔
、
ぽ
ん
天
さ
ま
が
石
に
乗
っ
て
降

伝脱の船石を型どったジャンボステージ

り
て
き
た
と
い
う
市
之
越
に
伝
わ
る
船

石
伝
説
を
基
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
ぼ
ん
天
さ
ま
は
、
「
実
は
宇
宙
人
で

U
F
O
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
し
と
い
う
発
想
で
、
再
び
U
F

O
を
呼
ぽ
う
と
い
う
の
が
ね
ら
い
で
す
。

　
会
場
で
は
、
船
石
を
型
ど
っ
た
高
さ

十
層
、
幅
二
十
賭
ほ
ど
の
ス
テ
ー
ジ
の

上
で
未
知
（
道
）
先
案
内
人
の
J
R
東
日

本
の
ミ
ス
日
本
溜
五
人
が
、
　
“
U
F
O

異
常
接
近
”
を
告
げ
て
セ
レ
モ
ニ
ー
が

開
始
。
そ
ろ
い
の
T
シ
ャ
ツ
を
着
け
た

参
加
者
た
ち
は
、
直
ち
に
発
煙
筒
に
着

火
し
、
全
員
で
滑
走
路
を
型
ど
っ
た
Y

字
型
の
人
文
字
を
作
り
．
U
F
O
の
着

陸
地
点
を
知
ら
せ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
U
F
O
は
現
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
の
作
戦
は
一
九
九
九
年
ま

で
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
続
い
て
、
ジ
ャ
ン
ボ
鍋
や
豚
の
丸
焼

き
￥
山
莱
料
理
な
ど
を
囲
ん
で
U
F
O

宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
U
F

o
ラ
フ
コ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全

員
の
名
前
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
け
た
風

船
を
空
に
飛
ば
し
字
宙
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
U
F
O
は
姿
を
見
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
．
参
加
者
た
ち
は
素
晴
し
い
自
然
の

中
で
と
き
め
き
の
｝
臼
を
楽
し
み
ま
し

た
。

呼

挙脅

時

直
職

4ノ

発煙筒でUFOの着陸地点を知らせる参加者たち特製のジャンボUFO鍋

　　　晃てく荏さい夢の丸焼》〃

　　　　　★
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会

を
大

ヨ
ゼ
、
還
釜
．
野

　
甲
多
姦
ワ
不

　
　
「
意
欲
的
な
生
涯
学
習
を
推

進
す
る
た
め
に
」
を
主
題
と
し

た
第
三
十
四
回
郡
市
社
会
教
育

大
会
が
、
六
月
二
十
六
日
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
関
係
者

二
二
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
「
仲
間
づ
く
り
と

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
パ
ネ
ル
討
議
を
、
午
後

か
ら
は
県
公
民
館
連
合
会
事
務

局
長
の
上
村
捨
二
郎
氏
が
、
「
地

域
の
活
性
化
と
グ
ル
ー
プ
活
動
」

ど
題
し
て
記
念
講
演
を
さ
れ
ま

渡学習セ推進するために

熱心に討論する5人のバネラー

し
た
。

　
パ
ネ
ル
討
議
に
は
、
林
中
里

中
学
校
長
を
司
会
に
、
村
代
表

の
五
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
そ
れ
ぞ

れ
の
角
度
か
ら
地
域
の
活
性
化

へ
の
手
法
を
討
論
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
青
年
団
体
リ
ー

ダ
ー
の
樋
口
秀
夫
さ
ん
は
「
こ

の
地
域
は
雪
や
嫁
不
足
な
ど
暗

い
話
題
ば
か
り
で
、
も
っ
と
明

る
く
面
白
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

開
催
に
努
力
す
る
の
が
若
者
に

果
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
」
と

発
表
し
ま
し
た
。

貝
野
地
区
に
防
犯
組
合
結
成

　
こ
の
程
、
貝
野
地
区
に
倉
俣

へ
っ
つ
り
防
犯
連
絡
会
に
次
ぐ

村
内
二
番
目
の
防
犯
組
合
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　
貝
野
地
区
は
、
町
村
合
併
に

よ
り
駐
在
所
が
廃
止
さ
れ
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
が
こ
れ
ら
を

理
由
に
、
自
主
的
に
防
犯
や
災

害
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、
地

区
内
の
治
安
を
今
ま
で
以
上
に

確
立
し
よ
う
と
、
全
世
帯
を
組

合
員
と
し
た
貝
野
地
区
防
犯
組

合
（
組
合
長
柳
英
作
）
を
結
成

し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
防
犯
だ
よ
り
の
発

行
や
防
犯
フ
ィ
ル
ム
の
上
映
、

児
童
生
徒
に
よ
る
標
語
募
集
な

ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

””浄化槽設置に理解を州”

灘
二1；

一

　
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
持
つ

中
里
村
も
、
年
々
河
川
の
汚
染

が
進
み
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
従
来
、
し
尿
だ
け
を
処
理
し

て
い
た
単
独
浄
化
槽
は
、
企
業

排
水
と
共
に
河
川
の
水
質
を
汚

濁
し
、
生
活
環
境
を
破
壊
す
る

主
な
原
因
と
長
い
間
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
反
面
一
般
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
（
台
所
、

風
呂
、
洗
濯
、
洗
面
等
）
は
、

そ
れ
ほ
ど
問
題
視
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
に
な

っ
て
生
活
様
式
が
変
わ
り
、
公

共
水
域
の
汚
濁
は
、
生
活
雑
排

水
が
未
処
理
で
放
流
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
原
因
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

澱，

’響

呂
勘騨

、
聯
諜
・

　
　
㌧
　
～

鞭箋
厨産は、以．か』エa咄す＊箪

通の量EBOD醸，机たもの麟徽、難

ぬ懸！
　　　　　　　　　　細

●2庵　伽
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　　　　物唾の
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表
に
あ
る
よ
う
に
生
活
排
水

は
、
一
般
家
庭
の
生
活
で
使
わ

れ
て
排
水
さ
れ
る
汚
水
で
、
そ

の
中
に
含
ま
れ
る
汚
濁
物
質
の

量
（
B
O
D
量
）
は
、
一
人
一
日
約

四
十
グ
ラ
ム
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
訳
は
、
水
洗
ト
イ
レ
が
十

三
グ
ラ
ム
、
生
活
雑
排
水
が
二

十
七
グ
ラ
ム
で
す
。
生
活
雑
排

水
の
中
で
も
台
所
排
水
は
十
八

グ
ラ
ム
も
あ
り
、
便
所
排
水
よ

り
汚
れ
る
量
が
多
い
の
に
は
驚

か
さ
れ
ま
す
。

河
川
の
汚
れ
は

　
自
然
浄
化
で
は
無
理

　
例
え
ば
、
台
所
で
ミ
ソ
汁
を

一
杯
流
す
と
魚
が
す
め
る
水
質

に
す
る
た
め
に
は
、
浴
槽
三
・

五
杯
分
の
水
を
必
要
と
し
、
煮

汁
五
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
は
、

二
十
六
杯
も
の
水
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
生
活
環
境
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
と
て
も
自
然
の

浄
化
作
用
だ
け
で
は
河
川
の
汚

れ
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
す
。
水
を
汚
す
大
き
な
原

因
で
あ
る
生
活
雑
排
水
の
処
理

対
策
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。浄

化
槽
の
設
置

　
　
　
年
々
増
加
傾
向

　
浄
化
槽
に
は
、
単
独
処
理
浄

化
槽
と
合
併
処
理
浄
化
槽
が
あ

り
ま
す
。
単
独
処
理
浄
化
槽
は

し
尿
（
水
洗
便
所
汚
水
）
だ
け

を
処
理
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽

は
、
し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
併

せ
て
処
理
す
る
も
の
で
す
。

　
最
近
、
文
化
的
な
生
活
を
確

保
す
る
た
め
便
所
を
水
洗
化
に

す
る
家
庭
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
村
内
で
は
、
単
独
処
理
が

一
四
七
基
、
合
併
処
理
六
基
（
公

共
施
設
）
の
一
五
三
基
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
浄
化
槽
を
設
置
す

る
際
、
放
流
水
域
の
下
流
三
戸

の
同
意
を
必
要
と
す
る
た
め
に

地
域
に
よ
っ
て
は
色
々
な
問
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
同
意
は
、
か
つ
て
性
能

の
悪
い
単
独
処
理
浄
化
槽
が
存

在
し
、
苦
情
の
絶
え
な
か
っ
た

時
期
に
発
し
た
も
の
で
、
今
日

で
は
不
合
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
図
の
よ
う
に
、
単
独
処
理
浄

化
槽
の
B
O
D
除
去
率
は
六
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
十
三
グ

生活排水（住宅汚水）の標準的な水量と水質

（1人1日当たり）

排　　出　源
汚水量
〔ε仏・日〕

B　O　　D
〔診驚〕喘、／唇

便　水 便　　所 50 13　i　260
　1

生　活

雑排水

台　　所

洗　　濯

風　　呂

洗　　面

欄

30

40

50

20

10

18　i　600

　11911乃
l／

計 200 40　i　200
　1

ラ
ム
が
五
グ
ラ
ム
に
減
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
合
併
処
理
浄
化

槽
は
、
十
分
の
一
の
四
グ
ラ
ム

以
下
に
減
り
ま
す
。

浄
化
槽
の
普
及
で

　
　
　
河
川
を
き
れ
い
に

　
今
後
、
便
所
の
水
洗
化
と
生

活
雑
排
水
の
処
理
を
推
進
す
る

　
六
月
十
六
日
、
第
三
十
八
回

十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
中
学
校

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
が
、
十

日
町
市
営
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
中
里
中
学
校
は
、
大
健
闘
し

六
位
ま
で
の
入
賞
を
十
八
個
獲

得
し
ま
し
た
。
な
お
、
五
位
ま

で
の
入
賞
者
は
中
越
大
会
に
出

場
さ
れ
ま
す
。

★
成
　
績

《
男
子
〉
　
（
順
位
）

八
O
O
m
　
②

　
〃
　
　
　
④

一
五
〇
〇
m
①

　
〃
　
　
　
②

三
〇
〇
〇
m
①

　
〃
　
　
　
②

富山富斎服斎
井田井喜部喜

　
直
公
彦
　
直
貴
浩
　
隆
貴
浩

に
は
、
従
来
公
共
下
水
道
の
整

備
が
中
心
で
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
布
設
に
多
額

な
投
資
と
長
い
期
間
を
要
す
る

今
日
で
は
、
単
独
処
理
よ
り
合

併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
が
急
が

れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
で
河
川
を
き
れ
い
に

し
ま
し
よ
う
。

一
一
〇
m
H
④
富
井
芳
仁

走
高
跳
　
③
服
部
友
也

走
幅
跳
　
④
斎
藤
浩
俊

三
段
跳
　
①
斎
藤
浩
俊

ー
⑥
蕪

J
一
五
〇
〇
m
③
富
井
　
　
徹

《
女
子
》
　
（
順
位
）

八
O
O
m
　
①

　
〃
　
　
　
④

一
五
〇
〇
m
①

　
〃
　
　
　
④

砲
丸
投
　
　
①

走
高
跳
　
　
④

樋
口
あ
け
み

竹
藤
さ
ゆ
り

樋
口
あ
け
み

竹
藤
さ
ゆ
り

広
田
　
順
子

南
雲
め
ぐ
み

◎
郡
市
球
技
大
会

三
位
　
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ゴール目指し全力で走る選手
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土倉分校5年生
小林藁佐子さん

　「春の農家」を絵にしました。

かやぶきのかやの感じを出すのと、

家とバックのさかい目をはっきり

させるところがむずかしかったで

す。

　熱匙季豊嘉㌔饗，縣）⑳

　弘美ね，ボールで遊ぶのが大好

きよ。すごく元気がいいから男の

子に見られちゃうこともあるんだ。

それに人なつこいから誰とでも遊

んじゃうよ。お田さんは健康でい

い子になってほしいんだって。

“
－ 　
劉

難i

　智
　　ゴ

ン、

、
巳
二

膵ノ濫』

倉
俣
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
野
球
大
会

　
去
る
六
月
十
一
日
　
第
十
二
回
少
年

親
善
野
球
大
会
中
里
村
予
選
兼
中
里
村

野
球
協
会
長
杯
争
奪
戦
が
田
沢
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
倉
俣
ジ
ュ
・
ニ
ア
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
、
貝
野
イ
ー
グ
ル
ズ
に
今
年
結

砂防施設の
　　　大切さ勉強

　
土
砂
災
害
防
止
運
動
期
間
中
の
六
月

二
十
四
日
、
田
沢
小
学
校
五
年
生
を
対

象
に
砂
防
施
設
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
災
害
の
恐

ろ
し
さ
や
砂
防
施
設
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
建
設
省
湯
沢
砂
防
事

務
所
が
開
い
た
も
の
で
す
。

　
学
校
で
砂
防
の
フ
ィ
ル
ム
を
見
た
あ

と
、
下
山
に
あ
る
村
内
一
の
砂
防
ダ
ム

を
見
学
し
、
認
識
を
あ
ら
た
に
し
ま
し

た
。

郡大会で優勝した倉俣ジュニアファイターズ砂防ダムの説明を聞く児童たち

成
さ
れ
た
田
沢
ジ
ャ
ニ
：
ズ
が
加
わ
り

晴
天
の
下
、
各
チ
！
ム
は
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
青
、
黄
、
白
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
を
着
こ
な
し
た
選
手
は
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
好
プ
レ
ー

が
続
出
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
倉
俣
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
が
優
勝
し
中
魚
沼
郡
予
選
大
会
へ

進
み
ま
し
た
。
ま
た
、
同
大
会
は
六
月

十
八
日
に
川
西
町
会
場
で
行
わ
れ
、
九

貝
野
吟
詠
会

　
　
　
　
2
0
周
年
を
祝
う

　
「
生
き
が
い
」
　
「
は
り
あ
い
」
を
求

め
て
昭
和
四
十
三
年
六
月
に
杜
会
教
育

グ
ル
；
プ
サ
ー
タ
ル
と
．
し
て
誕
生
し
た

貝
野
吟
詠
会
（
会
長
南
雲
昭
治
）
で
は
、

今
年
二
十
年
を
迎
え
、
六
月
二
十
六
日

貝
野
小
学
校
体
育
館
で
記
念
大
会
を
行

識～．謝聡粥麟
喪攣則　　　　』　　　　　β∫‘　　　■

　　　　　　｝　　　　　　［

筒
　　ず　　つ

1謬欝㍉㍉』，螺1
　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　、

　吟じながら花を生ける吟詠会のみなさん

連
覇
の
千
手
野
球
ス
ポ
；
ツ
少
年
団
を

押
え
見
事
初
優
勝
し
ま
し
た
。

　
少
年
野
球
は
指
導
者
の
み
な
さ
ん
の

努
力
に
よ
り
、
年
々
実
力
を
付
け
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
中
越
大
会
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

繭1t達成で

表彰
　
昭
和
六
十
二
年
度
新
潟
県
高
能
率
養

蚕
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
こ
の
ほ
ど
市

之
越
の
富
井
正
治
さ
ん
は
規
模
拡
大
記

録
を
達
成
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
富
井
さ
ん
は
、
桑
園
現
地
飼
育
に
よ

り
徹
底
し
た
省
力
化
を
図
り
な
が
ら
、

上
繭
収
量
を
一
昨
年
の
八
五
三
㎏
か
ら

昨
年
は
一
、
O
O
三
㎏
に
の
ば
し
、
q

標
の
一
t
達
成
に
成
功
し
受
賞
さ
れ
た

も
の
で
す
。
現
在
、
村
内
の
養
蚕
農
家

は
十
一
戸
で
す
。

い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
近
隣
市
町
村
な
ど
か
ら

一
〇
〇
人
ほ
ど
が
お
祝
い
に
駆
け
付
け

一
人
一
人
が
体
育
館
に
響
き
渡
る
大
き

な
声
で
朗
詠
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
当
時
公
民
館
貝
野
分
館

長
の
故
井
ノ
川
玉
治
さ
ん
が
中
心
と
な

り
、
詩
吟
を
通
じ
地
域
の
た
め
に
何
か

役
立
つ
こ
と
を
し
よ
う
と
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
会
員
は
十
三
人
で
、
こ
れ

ま
で
に
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
た
郷
土

の
盆
踊
り
唄
の
集
録
な
ど
を
や
っ
て
き

ま
し
た
。

◆
毒
◆
無
◆
与
◆
．
警
◆
毒
◆
．
毒
◆
も
◆
毒
◆
≒
．
◆
る
一
雪
◆
巷
、
◆
毫
．
◆
与
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
寺
◆
曇
◆
も
◆
も
◆
与
◆
象
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
琴
◆
寿
◆
奪
◆
■
寺
・
◆
毒
◆
奮
◆
寺
◆
毒
◆
も
◆
蚤
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
睾
◆
も

　　　　　　　　堺
　　　　　　　レ
　　　糊網サ

会粋吟
（田沢教室）

中里支部長

太嶋平八さん
　　（白羽毛）

　詩吟神風流は小二F谷市出身の岩淵神

風先生のご努力により創始され、その

清朗にして豪快、しかも情感のある吟

詠は聴者の琴線を揺がします。全国数

100の支部と5，000人余りの門弟を擁し、

その強大な組織の下に会員304名をも

つ私たち粋吟会があります。中里支部

の会員は現在、田沢、倉俣教室を合せ

て15名です。渡辺神粋先生の指導の下、

約20年の歳月が過ぎました。

　練習は毎週水曜日の夜8時から総合
セン｛ヲーで行っています。その他に恵

福園￥妻有荘などへ慰問に行っていま

す。また昨年の粋吟会全体のコンクー

ルでは優勝をしました。

　目本古来の芸能「詩吟」を通じ、健

康作りに、文化の維持高揚にと頑張っ

ています。連絡先太嶋平八（63－2602）

↓．』tヰニ麟■温

灘撫騰㈹騨灘繍繍張爵欄繍騰・齢騰蝋騨醐繍㈹蝋徽蝋鰍㈱構撒顯舗灘購騨舗照、

わたしの

②と　
⑦
　
②
　
ん
　
さ
　
子
　
節
中
楽
宮
吉

宮
城
県
塩
釜
市

　
わ
た
し
の
生
ま
れ
育
っ
た
所

は
、
新
潟
と
並
ぷ
米
ど
こ
ろ
宮

城
県
で
す
。
実
家
は
、
魚
市
場

や
神
社
で
知
ら
れ
て
い
る
塩
釜

市
に
あ
り
ま
す
。

　
も
り

　
杜
の
都
と
異
名
を
と
る
仙
台

か
ら
松
島
へ
J
R
線
で
向
う
途

中
に
塩
釜
が
あ
り
ま
す
。
朝
は

暗
い
う
ち
か
ら
魚
市
場
に
活
気

が
あ
り
、
日
中
は
松
島
へ
の
遊

覧
船
が
行
き
交
い
、
ま
た
夜
は

夜
で
港
町
ら
し
く
酒
場
が
華
と

な
り
ま
す
。

　
港
町
の
顔
を
持
っ
て
い
な
が

ら
も
う
一
つ
仙
台
の
ベ
ッ
ト
タ

ゥ
ン
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
、

新
興
住
宅
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に

ボ
ン
ボ
ン
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
も
仙
台
へ
十
二
年
間
、
学

校
及
び
会
社
へ
と
通
い
続
け
た

の
で
、
ど
う
も
故
郷
と
い
う
と

仙
台
か
ら
松
島
ま
で
と
言
い
た

く
な
り
ま
す
。

　
毎
朝
、
駅
へ
向
う
バ
ス
か
ら

松
島
一
円
が
見
え
、
　
「
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
と
言
わ
れ
て
、

夜
は
、
　
「
お
帰
り
な
さ
い
」
と

徴
笑
ま
れ
た
毎
日
。

　
多
く
の
点
で
恵
ま
れ
て
い
る

県
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
し
て

い
ま
す
。

きっかけは……り知人の紹介です。ワ津南町の喫

　　　　茶店で会ったのが最初です。

第一印象は……り顔がめごくて、丈夫そうだなあ

　　　　　と思いました。り誠実そうな感じがし

　　　　ました。
エビ、ノードは……O新婚旅行のと．き、彼が飛行機

　　　　の中から外の写真を撮ぢうとしたけど

　　　　フィルムがなくて撮れなかったことか

　　　　な。
子育てのモットー……り人に迷惑をかけず約束を

　　　　守る子になってほしいです。ワ元気で

　　　　たくましく育ってもらいたいですね。

お互いへの要望は……りもう少しやさしくしても

　　　　らいたいです。ワ商売がら時間が不規

　　　　則になりがちなので体に気をつけてほ

　　　　しいですね。

村への要望は……り若い人が定住できるように企

　　　　業誘致を進めてほしい。また、子ども

　　　　が誇れるような村にしてもらいたいです。

り
服
部
童
呈
早
寺

ワ
　
友
子
さ
．
嫌
⑳

野
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　浜野彰子さん
　　　　　　（田沢・22歳）

塚難欝i馨歌

　十Eヨ町市の四日町保育園で保

田をしています。一番手のかか

る3歳児を担当していますが、

とてもやりがいがあります。趣

昧は去年から始めたテニスです。

下条のJOYテニスクラブヘ週
1回練習に行っています。今一

番楽しいのは旅行をすることで、

今年は四国へ行こうと考えてい

ます。性格は一言でいうと楽天

的です。理想の男性は一般的な

人でいいですが、何か一つ夢中

になっているものをもっている

人です。

翁伽一「墜適

自衛官募集中
　　～2等陸・海・空士～

■受付期間

年間を通じて行っています。

■応募資格

18歳以上25歳未満の男子

■試験期日及ぴ場所

受付時にお知らせします。

■給与

初心者のワーブロ講座のご案内

　津南高校では、初めてワープロやパ

ソコンを使用する人を対象とした講座

の受講生を募集しています。

■日時　9月3日㈹～10月27日体）

　　　火・木曜日の週2回

　　　午後7時～9時
■定員　40名（18歳未満の人と学生は

　　　ご遠慮願います。）

■費用　テキスト、教材費等2，000円

■申込方法

ハガキに氏名、年齢、性別、住所、

職業、電話番号を記入し、〒949－82

津南町下船渡、新潟県立津南高等学

校、初級ワープロ講座係へ申し込み

　ください。　（〆切は8月5日です。）

奉仕の心　召～％

　愛の血液助け合い運動

　毎年当村では350人を超す人たちか

ら献血にご協力をいただき感謝してい
ます。

　7月1日から1か月間愛の血液助け

合い運動が実施されています。例年夏

になると海や山での事故も多くなり血

液不足が生じています。

　献血は、年齢が16歳から64歳までの

人で体重が男子45kg、女子40kg以上あ

る健康な人であればだれでもできます。

　7月20日に保健センターにゆうあい
号がきますので、ぜひご協力ください。

ながります。十分注意して楽しみまし

よつ。

世帯更正資金の貸付制度を

　　　　　ご利用下さい

花火は夏の風物詩

　正しく扱い楽しく遊ぽう

　庭先などで楽しむ花火は、夏の夜の

風物詩です。グリーン、ブルー、ピン

タなど、さまざまな種類の花火があり

ます。しかし、こうした「おもちゃ花

火」も原料は火薬。正しい取り扱いを

しないと火災、やけどなどの事故につ

　　　　　　　　　　　　灘繍麟

　この貸付制度は国、県の補助金と償

還によって運用され県社会福祉協議会

が貸付主体となり市町村の社会福祉協

議会が貸付業務の窓口となっています。

■貸付世帯

　①資金の融通を他から受けることが

　　困難でこの資金の貸付と合せて、

　　民生委員の必要な指導を受け独立

　　自活できると認められる低所得世

　帯
　②身体障害者手帳をもっている世帯

■資金の種類

　①更生資金　　　　　②住宅資金

　③身体障害者更生資金④修学資金

　⑤生活資金　　　　　⑥療養資金

　⑦災害援護資金　　　⑧福祉資金

資金の申込みについて詳しいことを知

りたい方は、地区担当の民生委員さん

か、社会福祉協議会事務局へお問い合

せ下さい。　費63－2520

危険物取扱者
　保安講習会のご案内

初任給月額112，400円、ボーナスは年

間3回合計4．9ヵ月分支給されます。

衣食住は無料支給または貸与されま

す。詳しくは役場総務課まで。

轄蜘＝茅罹鞠鞭r騨灘繊獣滑霧究靴灘轍斡灘撚、醐酬薫燭糠‡蝋㈱轍珊

工　事　名 場　所 工事費 業　者 完了予定日

村道清田山線改良 重　地 　　乃円
3，540 ㈲星野建設 10月19目

中里中学校プール建設 荒　屋 4，850 〃 7月30日

深沢地区ほ場整備 下　山 1，110 〃 10月11日

下林地区ほ場整備 田　沢 3，260 〃 11月29日

野中地区第3次ほ場整備 土　倉 4，480 大村建設㈱ 12月18日

田代地区第1次ほ場整備 田　代 4，700 ㈲鈴木土建 12月18日

林道西方線開設 西耐 900 大村建設㈱ 10月18日

倉俣小学校々舎体育館改築 倉　俣 24，300 前田建設工業㈱ 64年3月8日

■対象者

　危険物取扱者免状所有者で、現に危

　険物の取扱作業に従事している人、

　又は免状所有者で希望する人。

■期日　8月29日（月）午後1時から

■会場　十日町市　タロステン

■申込期問　7月13日㈱～7月20日㈱

詳しくは、十日町地域消防本部予防課

へお問合せ下さい。費57－1555

古い写真を探しています

　　　ご協力ください

ただ今

工事中

巧
訂

※工事費100万円以上の建設工事です。　（％～％入札分）

　村史編さん室では、村史通史編上巻

の編集にあたり、明治の頃の清津橋と

飯山鉄道の開通式（越後田沢駅付近）

の写真を探しています。

　お持ちの方の連絡をお待ちしていま

す。　費63－2080

今月の納税と振替日

■固定資産税　　（2期分）

■国民健康保険税（7月分）

■国民年金保険料（7月分）

薗保育料　　　　（7月分）

■水道料　　　　（2期分）

（振替日）

8月1日

8月1日
7月25日

7月25日

7月25日
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霧辮舞難、，

「第43回県展・堀之内特別展」

開催のお知らせ

■日時　7月24日（日）～7月31日（日）

　　　午前9時～午後6時
■会場　堀之内町公民館

■入場料　一般350円　学生200円

　　　　中・小生100円
■前売券　一般のみ300円（村公民館

　　　　で取り扱っています。）

善意をありがとう

ロ古切手寄付　中里村農協

　　　　　　上山　吉楽ノブ子さん
■香典返し

十日町市稲葉丸山秀二さん500，000円

荒屋　　　　高橋　敏さん500，000円

　この志は、村の社会福祉協議会福祉

基金に積立て、末永く村民の福祉増

　進に役立てることにしました。

信濃川の増水にご注意

　J　R信濃川発電所では、河川の水難

事故防止のため、宮中取水ダムから小

千谷発電所までの信濃川沿岸にダム放

流警報用サイレン、スピーカーを設置

してあります。ダムから放流するとき

は警報いたしますので、早めに安全な

場所へ退避してください。尚、サイレ

ン、スピーカーに気づかなくても増水

してきたら急いで退避してください。

　次のようなときは増水が早いので十

分注意してください。

■台風などによる集中豪雨で河川が増

　水し、ダムから放流するとき。

■発電所の設備が故障し、調整池（浅河

　原、山本）の余水路から放流するとき。

　子どもたちだけでの川遊びなどを見

かけたら一声注意して、子どもを水の

事故から守りましょう。

O日時　7月17日（日）

　　　午前10時～午後4時

o場所　田代七ツ釜

o内容
1。「水とり」の行事の演出

2．神楽の上演

3．獅子舞いによる無病息災踊り

4．金魚すくい、どじょうすくい

5．「七ツ釜深山酒」に舌鼓

6．山菜汁サービス

7．七ツ釜腕相撲大会

8．特産品販売

O日時　7月24日（日）

　　　午前9時～午後3時30分

o場所　中里中学校グランド

村内を6チームに分けての対抗

戦で種目はレタリェーション的

要素の多いものがたくさんあり、

子どもからお年寄りまでだれで

　も参加できます。

　また、各チームの工夫を凝らし

た応援も見ものです。
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■日時
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「気をつけて』

　朝の一言忘れずに

●飲酒運転検挙者数　6人

●無免許運転違反

●事故発生件数

0人

3件

●死亡事故ゼ回　203日

　　　　　　（6月末累計）

　7月21日から8月20日までの1

か月間は、夏の交通事故防止運動

期間です。

　これから、夏休みの時期を迎え

海や山にと楽しい計画をしている

ことと思いますが、毎年この時期

になりますと帰省や家族旅行など

での悲惨な交通事故のニュースが

流れます。

　出掛ける際は、余裕のある計画

を立て、決して無理な運転をしな

いように注意しましょう。

精神衛生相談
　　悩み事など、この機会に相談を。

　●日時　7月12日（幻午後1時30分～3時

1●場所　老人福祉センター
1　相談希望の人は役場保健課へ。
．。a
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